
（　単位：千円　）

人
口
減
少
対
策

過
疎
中

（会津地方振興局）

1
新
規

○ ○

人
づ
く
り

北と南の交流展（「からむし」と
「ブー」）

昭和村 ソフト 992 793

からむしを通じて以前から交流があった宮古島と連携し、ワークショップや
映画上映会を行うことで、近隣町村や県内・県外市町村など幅広い工芸
関係者を中心に多くの住民に知っていただくとともに、次世代のからむし
栽培者・関係者に興味をもたせ、後継者の育成に繋げていきたい。
　・宮古島の関係者を招いてのワークショップ
　・姉妹映画『からむしのこえ』『ブーンミの島』を上映　等

R7.4.1～R8.3.31 昭和村

2
継
続
2

○ ○
Ｄ
Ｘ

DXを活用した人材育成共創事業 西会津町 ソフト 4,648 3,650

企業移住のきっかけづくりのため、首都圏等の企業と町民の交流を図る
取組みを実施し、交流人口、関係人口の増加、移住定住の促進につな
げる。
　・デジタルデバイド対策と地域におけるデジタル世話人の育成
　・企業との連携によるフィールドワーク提供と越境人材の育成

R7.4.1～R8.3.31 西会津町

3
継
続
3

○

地
産
地
消

会津湯川米ブランド化推進事業 湯川村 ソフト 10,535 7,900

各事業を通じて、湯川米のさらなる認知度向上を図り、消費拡大に繋げ
る。
　・ブランド米のPR事業
　・田植え等体験会の実施
　・販売会の実施　等

R7.4.1～R8.3.31 湯川村

4
継
続
2

○

交
流
・
関
係
人
口

新しい観光ルートの確立、関係
人口の創出・醸成

昭和村 ソフト 5,401 4,320

博士峠バイパスの供用開始に伴う賑わいを持続化させるため、喰丸小を
拠点に各種イベントを実施し、さらなる交流人口拡大を図る。
　・喰丸小「図画工作」イベント
　・喰丸小「音楽」イベント
　・喰丸小「歴史」イベント　等

R7.4.1～R8.3.31 昭和村

5
継
続
3

○ ○

人
づ
く
り

喜多方市文化芸術創造都市推
進事業

喜多方市 ソフト 3,617 2,531

令和５年３月に策定した「喜多方市文化芸術推進基本計画」のもと、「み
んなの会津型プロジェクト」及び「創造的な取組を構想してみる会議」に取
り組むことで、身近に文化財をたのしむ風土を醸成するとともに、文化芸
術を支える人材の育成を目指す。
　・みんなの会津型プロジェクト」
　　会津型グッズの開発と試験販売　等
　・創造的な取組を構想してみる会議」
　　創造都市事業について紹介するフリーペーパーの発行　等

R7.4.1～R8.2.28 喜多方市

6
継
続
3

○ ○

人
づ
く
り

自然教育村会館（旧玉梨小学
校）活用・活性化事業

金山町 ソフト 2,674 2,005

　「自然教育村会館」について、より今日的なニーズに合った有効活用が
期待できる施設への改修に向けた基盤整備を行う。
　・「弥平民具」のデジタルアーカイブを目標としたワークショップ
　・町内の子ども・親世代に向けた当会館とその周辺環境や、
　　文化資源を活かした体験学習　等

R7.5.1～R8.3.31 金山町

7
継
続
2

○

健
康
長
寿

町民の健康セルフケア推進事業 西会津町 ソフト 5,191 4,100

脳血管疾患や糖尿病、脂質異常症の増加など町の健康課題を解決する
ため、町民が主体的に健康増進に取り組む環境づくりを行う。
　・血圧教室（さすけねぇ輪健康教室）の実施
　・ラジオ体操講習会の開催
　・トレーニングジムの利用推進（試行運用）
　・運動教室の開催　等

R7.4.1～R8.3.31 西会津町 健康関連事業
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規
・
継
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別
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ー
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8
継
続
2

○

健
康
長
寿

運動を続けるためのメンタリング
支援事業

柳津町 ソフト 2,277 1,730

各事業の実施することにより、住民に運動習慣を身につけてもらうことで、
町民の心身の健康維持と増進を実現する。
　・身体機能維持向上・知識講習セミナー
　・健康目標数値の設定
　・個別運動メニュー策定
　・目標達成のためのメンタリング支援　等

R7.4.1～R8.3.31 柳津町 健康関連事業

9
継
続
2

○

交
流
・
関
係
人
口

自然公園只見線利活用推進事
業

柳津町 ソフト 5,258 4,153

国定公園エリアを含めたガイドウォークやツアー商品の造成を見据えた自
然ガイドの養成、新しい会津柳津駅を活用したイベントの実施など、国定
公園と只見線を中心とした更なる集客及び滞在時間の延伸、新たな体験
プログラムの開発による町の観光コンテンツの充実化を実現し、柳津町の
魅力を向上させたい。
　・自然ガイド養成事業
　・会津柳津駅利活用イベント　等

R7.4.1～R8.3.31 柳津町

10
新
規

○

交
流
・
関
係
人
口

奥会津ガストロノミー基盤形成事
業

柳津町 ソフト 2,452 1,961

奥会津地方の保存食を中心とした伝統食の価値の顕在化と提供の仕組
みづくりという「奥会津ガストロノミー」の基盤の形成により、文化観光につ
ながる地域の文化財利活用モデルと伝統食の継承を実現させたい。
　・保存食の体系化
　・保存食の内外への提供・価値発信
　・奥会津ガストロノミーに向けた基盤づくり

R7.4.1～R8.3.20 柳津町

11
新
規

○

地
産
地
消

奥会津地域資源サプライチェー
ン構築事業

奥会津五町村活性
化協議会

ソフト 6,250 5,000

奥会津５町村の森林資源を中心とした地域資源を活用し、地域の活性化
へ繋ぐ仕組みづくりとして、地域内の森林に関わる人々の協働によるサプ
ライチェーンを構築し、地域内外の需要と供給をマッチングすることで、今
後の継続的で安定した森林資源の活用と、地域の活性化へとつなげてい
く。
　・ストックヤードの設置
　・枯れ材の販路開拓
　・空き家資源の循環活用に資する勉強会や講演会の開催　等

R7.4.1～R8.3.31
柳津町、三島町、金
山町、昭和村、只見

町

12
継
続
2

○

交
流
・
関
係
人
口

「ふるさと運動」から新たな関係人
口創出事業

三島町 ソフト 6,161 4,867

ふるさと運動が50周年を迎えたことを機に、ふるさと運動を起源として始
まった、特別町民制度、生活工芸運動、台湾交流事業を磨き上げていく
ことで、現状の関係人口を強固なものにしていくことと併せ、新たな関係人
口創出を図っていく。
　・ふるさと50周年記念「美しい村シンポジウムIN三島町」開催
　・生活工芸台湾交流事業
　・テレサ・テン没後30年命日式典出席　等

R7.4.1～R8.2.28 三島町

13
新
規

○

人
づ
く
り

「会津。をプロデュース」プロジェ
クト

会津地域経済循環
推進協議会

ソフト 2,500 2,000

会津地域の商品を地域外へ販売するため、地域内の食材を使用した新
しい商品開発及びそれらの販売促進活動をこれからの地域経済を担う学
生が行うことで、若い目線からの課題解決や継続的な取引の拡大を目指
す。
　・地域内事業者と地元高校生が連携した、会津地域食材の
　　新商品開発事業
　・参加者を対象とした商品開発のためのセミナーの実施　等

R7.5.1～R8.3.31 会津17市町村
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個
別
テ
ー

マ

14
継
続
2

○

交
流
・
関
係
人
口

野口英世博士顕彰＆SNSプロ
モーション事業

猪苗代町 ソフト 11,171 8,372

SNSを活用した情報発信とデジタルツールによる周遊事業を行い、野口
英世博士の偉業を後世に伝えるとともに若年層を中心に、近年増加して
いるインバウンド客を含めた誘客を図る。
　・若年層を主な対象とし、SNSプロモーションとInstagramフォトコンテスト
　・旅行者向けデジタルスタンプラリー　等

R7.4.1～R8.3.31 猪苗代町

（会津地方振興局） 14件 69,127 53,382累計


